










要約:LD(字習障害)の主たる症状は、認知能力の偏りから生ずる学習上の困難であり、こ

れは、認知能力が全体的に低い精神遅滞、あるいは限定された領域のみ高い自閉症の示す

学習上の障害とは異なるものである。LD の診断は①学習障害を示す他の障害との鑑別診

断、⑦治療教育のためのプログラムを前提とした LD のサブタイプの診断が求められる。

ここでは、LD の周辺にある精神遅滞、自閉症、Borderline の比較により、その診断基準

の検討を試みた。


